
『夢なき者に成功なし』 
校長 渡 辺 敬 方 

１１月３０日（木）小学４年生の食育授業の様子です。本校では、全学年で食育授業を行ってい

ます。今回は、膳法栄養教諭によるピザ作りです。とっても美味しく焼けました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

本格的な冬の訪れの季節となりました。皆様のご健勝を心から祈念しております。 

２学期も残すところあとわずかとなりました。今年は暑く大変な日が多く在りましたが、今となれば

あっと言うまに過ぎ、寒さの対応、コロナ・インフルエンザの対応となっています。 

 さて、子どもたちは１０年・２０年・３０年後の未来の社会に生きていくために大切な一人一人で

す。そのために大切なことは何か。 

江戸の終わり頃から，明治という新しい時代を作っていく中で「吉田松陰」という人がいました。短

い人生でしたが、明治という時代へ大きな影響を残した人です。その人が残した言葉に「夢なき者に理

想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし、故に、夢なき者に成

功なし」と言う言葉があります。わかりやすく言うと「自分の夢のない人には、未来に向かって、この

ようなふうにしたいという理想がありません。未来に向かって理想のない人には、その理想を実現する

ために、自分から計画したり予定を立てたりすることはできません。そして、自分から計画できない人

に何かを実行することはできませんから、自分のこれからの成功はない。そう考えると、夢のない人に

は、成功はなくなってしまう。」          

どうでしょうか。皆さんの中でも自分の夢を持って、いろいろなところで頑張っている人がいると思

います。無理に自分の夢を持つ必要はありませんが、「自分はこんなことが好きだから、好きな事が大

人になってできたらいいな」でもいいのです。そんな自分なりの夢を持ってほしいのです。夢は人生を

切り拓く原動力となるからだけではなく、どんな夢を持つかによってその人の「生き方」の方向性が決

まるからです。夢が見つからないと言う人も、単に「やりたいこと」「興味関心のあること」を考えて

みてはどうでしょうか。やりたいこと、興味関心のあることは自分の才能のありかを示し、自分に向い

ているからこそ「やってみたい」「面白そう」と感じるわけで、もともと自分の中に「芽」のないもの

に感心さえ上がってこないからです。ただ、ここで重要なのは「夢」は必ずしも具体的な将来像すなわ

ち職業とか職種、役割に限らなくともよいのです。抽象的なものでいいのです。 

 皆さんは、これから高校などに一人一人進んでいきますが、自分の「夢」 

を大事に、この吉田松陰の「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、 

計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし、故に、夢なき者に成功なし」 

と言うことを思い出してほしいのです。それぞれに、人と違う良さを必ず持っ 

ています。その良さを大事に、自分の夢をみつけ、２０年・３０年後の日本や 

世界を支える一人一人になってほしいと思います。 

                                 吉田松陰 

 

食育授業からの一コマ 

 

 

 

 

 

 

 

〈徳〉やさしく～夢を持ち続ける子の育成 

〈知〉ただしく～自ら進んで学ぶ子の育成 

〈体〉たくましく～最後までやりとげる子の育成 



 １日（金）学力テスト（中３） 

      救急救命講習会 定時退勤日 

 ４日（月）小中部会 

 ５日（火）陶芸教室（中） 

      研修日 

 ７日（木）いのちの学習（小４） 

 ８日（金）校務部会 

１１日（月）小中部会 

１２日（火）研修日 

１３日（水）いのちの学習（中） 

 定例校長会 

１５日（金）星の丘広場（小） 

児童生徒会 

       ＢＡＳＥ会議 

      定時退勤日 

１８日（月）小中部会 

１９日（火）実務者会議 

２０日（水）いのちの学習（中） 

定例教頭会 

 ２１日（木）大掃除 

２２日（金）２学期終業式 

      職員会議、職員清掃 

２３日（土）冬期休業～１／１６（火）まで 

           （学校閉庁日 ２９日～４日） 

 １１月３０日（木）、中学１年生による職業調べ発
表会と中学校２年生による職業体験の発表が行われ
ました。たくさんの人の前で、調べた仕事の内容、
働くことの意義や大切さ、仕事をする上で注意しな
ければならないことを調べたことや体験したことを
もとに発表することができました。 

見学にきていた小学６年生は、自分がなりたい職

業のこと、そのために必要な資格のこと、今後どん

な勉強を頑張ればよいかなどを考えるきっかけにな

りました。中学生も、今後の学校生活において、職

業調べや職業体験で学んだことを生かして生活して

くれたらと思います。 
 

  

１１月２４日（金）の５時間目に、児童生徒

会主催による『ASOBIBA』が開催されました。

伝統になった“自分たちで楽しめることを自分

たちの力で企画”という願いをもって、児童生

徒会の役員が準備を進めてきました。 

「皆でルールを決め、全員が守り、楽しく参

加する」ことを基本の意識として、小学生と中

学生の混成チームで互いに協力し、白熱したゲ

ームとなり子どもたちは楽しんでいました。                      

  
６月と１１月に「いじめに関するアンケート」を

実施しています。「いじめはいつでも、どこでも起こ
る得る」という意識のもと、対策チームを組織して
いじめの早期発見・早期対応に努めております。 
 児童生徒に関して、心配なことがございましたら、
ご遠慮なく学校までご連絡ください。 

 11 月１５日（月）に「きつつきの会」の皆さんを
お招きして、小学生全員に読み聞かせをしていただ
きました。絵本の朗読、紙芝居、手遊びなどを披露
していただきました。話をしっかり聞いてとても楽
しい時間になりました。 
このような経験を通して、本に興味をもちたくさん
本に触れることができればよいと感じます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


